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１ 平成３０年度相談受付状況 

（１）相談件数【図①、表①】 

・平成３０年度の相談件数は３，３８２件あり、前年度より３９件減少（対前年比９９％） 

・内訳は、苦情相談が３，０７６件、問合せ等が３０６件 

 

（２）相談者【表②、③】 

①性    別 : 男性が１，３８２件（全体の４１％）、女性が１，８４４件（全体の５４％）、その 

       他（団体、不明）が１５６件（全体の５％） 

②年 齢 層 : ７０歳以上が最多で８５５件（全体の２５％）、次が６０歳代で８１８件（全体の

２４％）、合わせると１,６７３件あり、６０歳以上の相談者が全体の半数 

③居住地域 : 福井市が最多で１，４８９件（全体の４４％）、次に坂井市が３７７件（全体の 

１１％) 

 

（３）相談項目【表④】 

・「契約・解約」が２，４９５件（全体の７４％）、「販売方法」が８３０件（全体の２５％） 

 

２ 平成３０年度相談の傾向 

（１） 商品・役務（サービス）別相談件数【表⑤】 

・「商品一般」が９３０件で最多（全体の２８％）、次いで「通信サービス」が５０８件（全体の 

１５％） 

① 商品一般の相談 

・相談件数は、前年度より１１９件増加（対前年比１１５％） 

・「商品一般」のうち、公的機関や債権回収業者等の名称をかたって、利用した覚えのない料金 

 や賠償をハガキや封書、メールで請求する架空請求の相談が７３０件（商品一般の７８％） 

 

② 「通信サービス」の相談  

・「通信サービス」の相談件数は、前年度より２１３件減少（対前年比７０％） 

・「通信サービス」のうち、アダルトサイトやオンラインゲームのトラブルなどの「放送・コン 

テンツ等」に関する相談が４０７件、インターネット接続回線のトラブルなどの「インター 

ネット通信サービス」に関する相談が１０１件 

 

③ 前年度から増えている相談 

「健康食品」 

・相談件数は１１６件、前年度より３３件増加（対前年比１４０％） 

〇主な相談事例 

・「お試し」、「一回だけ」のつもりで健康食品を注文したが、定期購入に契約したことになって

おり、解約に応じてもらえない。 

・注文した覚えのない健康食品が届いた。 
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「工事・建築・加工」 

・相談件数は８１件、前年度より３２件増加（対前年比１６５％） 

〇主な相談事例 

・業者の訪問があり、雪害で壊れた雨どいや屋根を火災保険の保険金で修理できるからと勧誘 

されて契約した。高額なので解約したい。 

・「無料で自宅の点検をする」と言って業者が訪問して来た。「工事費は火災保険の保険金が出 

る」と言っていたが大丈夫か。 

 

（２）販売購入形態別相談件数【表⑥、⑦】 

・「通信販売」が９３２件で最多（全体の２８%）、次いで「店舗購入」６８４件（全体の２０%）、 

「電話勧誘販売」２２１件（全体の７%）、「訪問販売」１９９件（全体の６%）  

・「通信販売」のうち、スマートフォンで商品を購入した際のトラブルなどの「インターネット通 

販」に関する相談が７１７件あり、「通信販売」全体の７７％ 

 

（３）トラブルになりやすい商法・手口別相談件数 

  架空請求に係る相談【表⑧、図②、表⑨、⑩、⑪】 

・相談件数は８９４件、前年度より１６２件減少したが（対前年比８５%）、前々年度の４２６件

の２倍以上（対前々年比２１０%） 

・請求手段別では、ハガキが６５７件（全体の７３％）で前年度より２４件増加、メールは 

１９２件で前年度より２０６件減少、封書が新たに２１件増加（前年度、前々年度は０件） 

・当事者の年齢層は、最多が６０歳代の３３２件で前年度より１７８件減少（対前年比７２％）、 

次が７０歳以上の２６２件で前年度より１１２件増加（対前年比１７５%） 

・「契約購入金額」の明らかな相談が６５件で前年度より４件減少したが、１件当たりの平均請求 

金額は５８６，９９７円となり前年度の約２倍（請求金額が高額化）、１件当たりの救済金額（未

然防止を含む）は６２５，２７７円で前年度の２倍超 

 

（４）契約当事者の年齢層別相談状況【表⑫】 

・７０歳代が８６４件で最多、前年度に比べ１５４件増加（対前年度比１２２％） 

・次が６０歳代の７８１件で、前年度より１２８件減少（対前年度比８９％） 

 

（５）個人情報に関する相談状況【表⑬】 

・個人情報の漏洩や悪用などの個人情報に関する相談は１２８件で２０件増加 

   


